
 
              

 
 

 
 

2003 年９月 26 日十勝沖地震の評価 
 
 

○ ９月 26 日４時 50 分頃に十勝沖の深さ約 40km でマグニチュード（M）8.0（暫定）

の地震が発生し、北海道で最大震度６弱を観測し、被害を伴った。この地震により、釧

路で 1.0ｍ、浦河で 1.3ｍ、八戸で 1.0ｍなど、北海道から東北地方にかけての太平洋

沿岸で津波が観測された。この地震の発震機構は北西－南東方向に圧力軸をもつ逆断層

型で、太平洋プレートと陸のプレートの境界で発生した地震である。 

なお、活動は本震－余震型で推移しており、26 日 18 時までの最大の余震は、６時８

分頃の M7.1（暫定）の地震（最大震度６弱）である。 

 

○  GPS 観測結果によれば、今回の地震に伴い、北海道の広い範囲で地殻変動が観測され

た。特に、襟裳岬周辺で南東～東に大きく移動しており、えりも２観測点では、南東

方向に約 90cm 移動し、約 20cm 沈降したことが観測された。観測された地殻変動は、

プレート境界における逆断層型の断層運動と整合している。 

なお、今回の地震活動の前にノイズレベルを超えるような変化は認められなかった。 

 

○  今回の地震は、1952 年３月４日十勝沖地震（M8.2）の震源とほぼ同じところで発生

した M8 クラスのプレート境界地震であり、マグニチュードの大きさ、震源位置、発震

機構などから、地震調査委員会が想定している M8 クラスの十勝沖の地震（想定 M8.1

前後）であると考えられる。 

なお、地震調査委員会が平成 15 年３月 24 日に公表した長期評価では、想定している M8 ク

ラスの十勝沖の地震について、2003年1月1日を起点にした10年以内の発生確率は10～20％、

30 年以内で 60％程度であった。 

    

○  ９月 26 日 18 時から３日以内にＭ7.0 以上の余震が発生する確率は約 20％と推定さ

れる。Ｍ7.0 程度の余震が発生した場合、大きいところでは震度６弱程度の揺れになる

と推定される。 
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